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学級担任は園の教育目標や経営方針等を受けて学級目標を立て、その実現を目指して経営

し、日々の生活を保育者と幼児が一緒になってつくり上げていきます。特に、学級経営に当

たっては、次のような点に心がける必要があります。

学級担任は園の教育課程に基づき、一人一人の幼児が幼児期にふさわしい生活を展開し、

必要な体験が得られるような具体的な指導計画を作成することが大切です。

指導計画は、教育課程を具体化したものであり、具体化する際には、発達を見通した年、

学期等の長期の計画と、それと関連してより具体的な幼児の生活に即した週、日等の短期の

計画があります。

指導計画はあくまで予定であって、実際に展開される生活に応じて常に改善すべきものな

ので、作成した指導計画に基づいて学級経営を工夫し、実践の積み重ねの中で反省や評価を

行い、指導計画の修正、改善を図ることが大切です。

実際に保育を展開する場合は、幼児の生活する姿の中から発達の実情を理解し、適切な環

境を幼児と共に構成し、活動を充実させるよう援助が必要です。具体的に次の４点が挙げら

れます。

○ 幼児の発達の過程を見通し、具体的なねらいと内容を設定すること。

○ 幼児の発達に必要な体験が積み重ねられるような具体的な環境を構成すること。

○ 環境と関わって生み出された幼児の活動に沿って幼児の発達を理解すること。

○ 幼児一人一人の発達にとって活動のもつ意味を捉え、発達に必要な体験を積み重ねて

いくことができるように援助すること。

幼児期にふさわしい教育を行うには、保育者は幼児の発達の実情を的確に把握し、一人一

人の幼児を十分に理解することが大切です。幼児理解とは、外面的なものだけではありませ

ん。幼児が今何に興味や関心をもち何を実現しようとしているのか、活動に取り組む中で苦

労しているところはあるか、その困難はその幼児にとって乗り越えられそうか、この後どん

なことに興味が広がっていきそうかなど、幼児の内面の動きや活動への取り組み方、その取

組の中で育ちつつあるものを理解することが幼児理解です。それには、教師が幼児と生活を

共にしながら触れ合う場を多くもち、園生活全体を通して幼児のよさや可能性を捉えようと

する目をもって幼児を理解しようとすることが大切です。そこから、一人一人の幼児の発達

を促す保育が生み出されます。

幼稚園等における評価とは、幼児を他の幼児と比較して優劣をつけることではありません。

保育の中で、幼児の姿がどのように変容していくかを捉えながら、そのような姿が生み出さ

れてきた様々な状況について適切かどうかを検討して、保育をよりよいものに改善する手が

かりを得ることが評価です。

＜参考資料＞ 「幼児理解に基づいた評価」 文部科学省 平成 年３月

「幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開」 文部科学省 令和３年 ２月

「指導と評価に生かす記録」 文部科学省 令和３年 月
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ｐ

「『わくわく・きときと』接続ガイド」（富山県教育委員会 令和２年２月）を参考に作成

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10の姿）を手掛かりに、保育者と小学校教員が

子どもの学びと育ちを共有することが大切です。

幼児教育の基本
①環境を通して行う教育
②遊びを通しての総合的な指導
③一人一人の発達の特性に応じた指導

○ま 算数科

≪なかまづくり

と かず≫
・具体物を操作し

ながら、ものと
ものとを対応さ
せて数を数えた
り、ものの個数を
比べたりする。

小学校教育との

円滑な接続のために

○じ○か 特別活動

≪がっきゅうもくひょうを

きめよう≫
・気持ちよく、楽

しく生活でき
るよう、学級の
目当てを決め
る。

生活発表会

○じ＜劇遊びで役になりきる＞
・「本物らしくしたい」という目標に
向かって、諦めずに頑張ろうとして
いる。

○か＜劇の大道具を友達と協力して

作る＞
・自分の考えと友達の考えをすり合わ
せたり、相手の意見と折り合いを付
けたりしている。

・共通の目的の実現に向けて工夫して
協力し、やり遂げた充実感を味わっ
ている。

○か○ま 生活科

≪みずで

あそぼう≫
・身の回りのもの

や自然をうまく
生かして、遊び
に使うものをみ
んなと楽しみな
がら工夫してつ
くる。

砂・泥遊び

○か＜友達と一緒に高い山を作る＞
・具体的なイメージを伝え合い、互い
の思いや考えを共有している。

・砂や泥に触れ、変化を感じ取りなが
ら遊びを楽しんでいる。

○ま＜泥団子をたくさん作る＞
・イメージした泥団子を作ることがで
きるよう、工夫したり、試したりす
る中で、土の性質や水の役割に気付
いている。

・必要感に基づいて数えたり量を比べ
たりするなど、数量に興味や関心を
もっている。

〈幼児期の学びと育ちを小学校教育につなぐ取組例〉

●グループごとに、考え、
工夫し、協力し合って
よりよいものをつくり
上げていく経験をして
います。

☆例えば「水てっぽう」
で遊ぶ児童には、水を
遠くへ飛ばすために必
要な用具や材料を選べ
るように準備します。
また興味や関心が同じ
子ども同士をグループ
にするなど、協力し合
う姿につなげます。

●子どもたちは、様々な
活動や遊びを通して日
常的に数に親しんでい
ます。

☆身の回りのものや日常
生活の中で数を取り上
げた授業を展開し、児
童の意欲を高めます。

●自分の思いを友達や先
生に伝えようとする力
が育っています。

☆学級目標について話し
合うときには、思いを
受け止めたり、十分表
現できるように問い返
したりし、児童の考え
をできるだけ取り入れ
ます。

幼

児

期

の

終

わ

り

ま

で

に

育

っ

て

ほ

し

い

姿

遊びにおける子どもの姿から、【

（ の姿）を手掛かりに幼児期の学
びと育ちを理解しましょう。

学級活動

幼児期の教育と小学校教育との違いや
共通点を理解し、学びと育ちがつなが
るよう指導を工夫しましょう。

＜三つの視点 じ ･･･自分づくり か ･･･かかわりづくり ま ･･･学びの基礎づくり＞
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